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第６章 代謝障害
肥満や動脈硬化症、脂質異常症、糖尿病、痛風などは、
生活習慣病として、相互に密接にかかわっている。

A 脂質代謝障害
脂質は、トリグリセライド（中性脂肪）やコレステロール、リン脂質など。
血液中では、タンパク質と結合したリポ蛋白質として存在している。
密度・比重により、
超低密度リポ蛋白質 (VLDL)、
低密度リポ蛋白質 (LDL)、
高密度リポ蛋白質 (HDL)などに分類される。

メタボリックシンドローム：内臓脂肪型肥満（腸間膜に多量の脂肪
が蓄積）では、脂質異常症、高血圧、糖尿病（高血糖）などの生活習慣病
やその準備状態が合併し、動脈硬化症を促進し、心筋梗塞や脳梗塞の危険
性を高めることが知られ、メタボリックシンドロームと呼ばれる。

A 脂質代謝障害

① 肥満：過剰に摂取されたエネル
ギーの一部はグリコーゲンに、大部分は
脂肪として蓄えられる。この体内脂肪蓄
積量が一定量を越えた場合に肥満
(obesity)と定義。

肥満の判定基準
体格指数 (body mass index: BMI)

=(体重：kg)/(伸⾧：m)2 >25

単純性肥満：
原因となる疾患がない肥満。

症候性肥満：
原因となる基礎疾患のある肥満。
中心性（内蔵脂肪型）肥満。

肥満とレプチン：レプチン遺伝子
の異常が高度肥満の原因である例も
あるが、肥満の発生には食事習慣な
どの環境因子が強く関与している。

脂肪細胞から分泌されるレプチンは、充分な脂肪の
蓄積で分泌され、視床下部の摂食中枢を抑制する。

A 脂質代謝障害

②動脈硬化症（粥状硬化症）
動脈壁が堅く肥厚して、弾力が低下した状態。血液中の脂質濃度の上昇が関与し、
動脈の内膜直下に脂質が沈着して、動脈硬化が生じる。脂質を取り込んだマクロ
ファージは泡沫細胞になり、寄り集まって粥腫（アテローム）を形成する。

続発症：最終的に、線維化も加わり、動脈内腔の狭窄が生じ、狭心症、心筋梗塞、脳梗塞
が生じる。粥腫の壊れると血栓形成を伴い、また、動脈壁が壊れると動脈瘤が出来る。

危険因子：脂質異常症、高血圧、糖尿病、喫煙。
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A 脂質代謝障害

③ 脂肪肝：肝細胞が脂肪を取り込み、大量の脂肪が沈着した状態。

肝細胞障害、全身の脂肪合成の増大、肝臓からの脂肪搬出の減少。慢性消耗
性疾患（悪性腫瘍など）による低栄養状態、酸素不足、アルコール・毒物・
薬物などによる肝細胞の障害、肥満、糖尿病などで生じる。

A 脂質代謝障害

④ 脂質異常症
従来、血中のコレステロールとトリグリセライド（中性脂肪）の一方ないし両方

の増加した状態を高脂血症と呼んでいた。しかし、LDL（低密度リポ蛋白コレス
テロールが動脈硬化に関与し、HDL(高密度吏パ蛋白）コレステロールが低いほ
ど心筋梗塞の発症リスクが増大することが判明して、まとめて脂質異常症と呼
ぶようになった。

家族性高コレステロール血症：LDL受容体を調節する遺伝子の異常による常染色体優勢遺
伝する。LDLの細胞内輸送と異化（分解）の障害で、血中にLDLが蓄積する。全身に黄色腫を
形成。動脈硬化の原因となり、心筋梗塞や虚血性心疾患を高頻度に合併する。

続発性高コレステロール血症：原発性胆汁性胆管炎、肥満、ネフローゼ症候群などに見ら
れる。

B  タンパク質代謝障害

①高アンモニア血症：消化管でタンパク質の異化に伴い生じたアンモニア
は、毒性が高く、肝臓で尿素に変換されて、腎臓から排泄される。
肝細胞の障害や門脈の側副血行路から肝臓を経由せずに、消化管で生じ

たアンモニアが循環血液に入ると高アンモニア血症が生じ、脳を障害し、
意識障害を示す肝性脳症、肝性昏睡を生じる。

B  タンパク質代謝障害

②アミロイドーシス（アミロイド症）
アミロイド（類デンプン質）と云
う特殊な蛋白が、全身のさまざま
な場所に沈着した状態を云う。

アミロイドが腎に沈着し腎不全が
生じ、腎不全はアミロイドーシス
の最も多い死因となる。

アルツハイマー病の老人班は、ア
ミロイド（アミロイド前駆蛋白の
分解物）が神経組織に沈着したも
のである。
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C 糖尿病 膵島（ランゲルハンス島）：A細胞：グルカゴン B細胞：インシュ
リン D細胞：ソマトスタチン（ソマトスタチンは、A細胞とB細胞の内分
泌機能を調節する。）

インスリンの絶対
的ないし相対的な
不足によるグル
コース（ブドウ
糖）の利用障害と
高血糖が一定期間
以上持続する疾患。

高血糖が数年以上
持続すると、全身
の血管が傷害され、
眼、腎臓、末梢神
経の合併症が生じ
る。また、全身の
動脈硬化が進行し、
心筋梗塞や脳梗塞
の発症リスクが高
まる。

原因等（遺伝的要因と環境要因が発症に関与する多因子遺伝病）型
B細胞が破壊され十分なインシュリンが産生されない。自己免疫
性と特発性がある。最終的にはインシュリン依存状態になる。

１型糖尿病

インシュリン分泌が出来ないか、インシュリンへの反応性の低下
によるもの。遺伝的な要因と肥満などの後天的要因の両者が関与。

２型糖尿病

他の疾患に伴ったもの、薬物投与に伴うもの。妊娠中に明らかに
なったものは、胎児への影響を考慮して別に扱う。

その他の糖尿病

C  糖尿病

糖尿病の診断
以下の１～４の１つで糖尿病を疑う

空腹時血糖が126mg/dL以上１
75g糖負荷試験の２時間値が200mg/dL以上２
随時血糖値が200mg/dL以上３
HbA1cが6.5以上４

１～４が一定期間以上の持続で診断

HbA1cは、糖が結合したヘモグロビンの通常のヘモグロビンに対する比率(%)を云う。

180mg/dl

C  糖尿病

糖尿病の合併症：高血糖が⾧期間持続すると、細胞内に糖が沈着した
り、細胞表面や細胞外の種々の蛋白に糖が結合して、特に、小さな血管
を傷害して(糖尿病性)細動脈硬化症を生じる。

特徴等糖尿病の代表的合併症
糖尿病性微小血管症で網膜の虚血が生じ、毛細血管瘤、斑状出
血、網膜浮腫などが生じる。進行すると、血管新生、網膜剥離
が生じる。糖尿病性網膜剥離症は後天性失明の原因の第１位。

糖尿病性網膜症

糖尿病性微小血管症で、糸球体障害が生じる。進行すると腎不
全になる。新規血液透析の導入疾患の第１位。

糖尿病性腎症

糖尿病性微小血管症による代謝障害、血管障害、局所的な栄養
血管の循環障害で生じる。末梢神経障害では、しびれ感、疼痛、
温痛覚障害などの知覚障害が生じる。自律神経障害では、起立
性低血圧、発汗障害が生じる。

糖尿病性神経障害

糖尿病性神経障害や血行障害で、
下肢に皮膚・軟部組織の感染を
伴った壊疽を生じることがある。

Dその他の代謝障害

①糖原病
先天性の酵素欠損により生じるグリコーゲン (糖原）の代謝異常疾患。

②痛風：血液中の尿酸値が高い状態を高尿酸血症と云い、高尿酸血症
が持続して、関節や皮下などの組織に尿酸塩が沈着し、それが急激な関
節炎が生じる痛風が発症する。
尿酸は、核酸を構成するプリン体の代謝産物で、最終的には尿酸塩として腎臓

から排泄させる。尿酸の過剰産生や、腎からの尿中排泄低下で生じる。プリン体
が、ビールに多く含まれる。
治療は、非ステロイド系抗炎症剤による鎮痛とコルヒチンが用いられ、

尿酸排泄剤や生成阻害剤が用いられる。
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Ｄ その他の代謝障害

③先天性代謝異常症

特徴代表的な新生児に見る代謝障
害

フェニルアラニンをチロシンに代謝する酵素の機
能低下で、フェニルアラニンが増加すると、ネズ
ミ尿臭のフェニルケトン体として尿に排泄され、
中枢神経系に沈着すると精神発達障害を生じ、チ
ロシンが少なくなると毛髪や皮膚が白くなる。精
神発達障害が生じる年代までの低フェニルアラニ
ン食で治療される。

フェニルケトン尿症

分枝鎖アミノ酸のバリン、ロイシン、イソロイシ
ンの分解過程の酵素の異常で、異常代謝産物が蓄
積する。哺乳力低下、不機嫌、嘔吐、進行すると、
意識障害、痙攣、呼吸困難糖を生じる。早期の食
事療法、肝移植、血液透析等の加療を要する。新
生児のマススクリーニング疾患のなかで、最も死
亡率が高く、後遺症を残すことも多い。

メープルシロップ尿症

メチオニンの代謝産物のホモシステインが血中に
蓄積する病気。３つの原因に異なる型がある。マ
ススクリーニングの対象であるI型は、シスタチオ
ンβ合成酵素の欠損で生じる。メチオニン制限食
事療法等で加療され、知的、生命予後は良好。

ホモシステイン尿症

ガラクトース-１－リン酸ウリジルトランスフェ
ラーゼ欠損症。知的障害や肝障害を生じる。適切
な治療を要する。

ガラクトース血症

Ｄ その他の代謝障害

④黄疸

Ｄ その他の代謝障害

④黄疸
原因や特徴黄疸
溶血によるヘモグロビン分解の亢進、間接型ビリルビ
ンの増加。新生児の溶血性黄疸では、毒性のある間接
型ビリルビンが神経核に濃染し、傷害する（核黄疸）。
光線療法が行われる。

肝前性
黄疸

溶血性黄疸

肝細胞の障害によるビリルビン代謝の障害。一般に、
直接型優位のビリルビン上昇。

肝細胞
性黄疸

肝性黄疸

胆道の閉塞によるビリルビン排泄の障害。直接ビリル
ビンが上昇。便は灰白色になり、胆汁中の胆汁酸によ
る皮膚搔痒が生じる。

肝後性
黄疸

閉塞性黄疸

Ｄ その他の代謝障害

⑤結石：胆嚢や胃などの中腔臓器の内腔（胆石、胃石、尿管結石）
や、唾液腺や膵臓の外分泌排泄腔内等（唾石、膵石）に、分泌物や無
機・有機の物質が析出して石のように固い固形物となったもの。


